


１ 八王子市と再犯防止
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■ 八王子市について
・東京都心から西へ約40キロメートルの距離に位置
・人口は約56万人、面積は約186平方キロメートル（東京ドームの約4，000倍）
・平成27年（2015年）に都内初の中核市、平成29年（2017年）に市政100周年を迎える

■ 立ち直りを支える団体
・保護司会、更生保護女性会、BBS会、協力事業主会
・多摩少年院、更生保護施設（自愛会、紫翠苑）、八王子ダルク
⇒以前は、医療刑務所、少年鑑別所、婦人補導院があったことからも、
歴史的に立ち直りを支える地域性があった。

社会を明るくする運動 活動の様子



2 再犯防止に向けた取組
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■ 八王子市再犯防止推進計画（令和3年4月）
・担当所管は、生活安全部防犯課
・地域福祉計画に包含せず、単独計画として策定

八王子市再犯防止推進計画（R3～R6）

R5：成功事例の蓄積

R4：積極的な広報

R3：関係機関・団体と
つながる



2 再犯防止に向けた取組
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■ 八王子市再犯防止推進会議の設置（ネットワークの構築）

■ 各機関の施設訪問（職員とのミーティングによる相互理解）

■ 多摩少年院との連携事業の開始

市イベントで多摩少年院の活動紹介

在院者による市営霊園の花壇整備

①関係機関・団体とつながる（令和3年）



2 再犯防止に向けた取組
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■ 多摩少年院とFC東京（サッカーJ1リーグ）との連携

再犯防止推進計画の推進を図る

地域交流型の少年院を目指す スポーツの力で地域課題の解決

FC東京コミュニティジェネレーター （元日本代表） 石川直宏氏に
よる協力（清掃活動と講演の様子）

多摩少年院100周年パネル展示と講演の様子

②積極的な広報（令和4、5年）



2 再犯防止に向けた取組
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■ 社会を明るくする運動「ふれあいスポレクフェスタ」の開催
・幅広い世代（特に子育て世代）に再犯防止の取組を広める。
・市民と更生や矯正に携わる方々が触れあえる機会を構築する。

プロバスケットボール選手との交流 市内中学生と更生保護団体との交流 八王子ダルクの特別授業

会場の様子

③成功事例の蓄積（令和6年）

八王子BBS会による更生保護キャラクターの釣りゲーム



3 八王子市の息の長い支援
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■ 風土は“風の人”と“土の人”がつくる

■ 土の人…その分野を支えている人

■ 風の人…その分野に外から関わる人

■ 行政連携

それぞれの組織の強みを
活かして、

皆で地域課題を解決して
いくことを目指す

・再犯防止を進めていくには、地域社会全体が関心を深めていくことが重要
・毎年、新たな人が再犯防止の取組を理解していくことで、
活動の裾野が広がり、持続的な“息の長い支援”に繋がっていく

バランス

アイディア


